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研究成果の概要（和文）：リュウキュウアユは個体数の減少と同時に、体サイズの小型化が問題視されている。
本種が生息する役勝川では、一般的な河川とは異なり、中流よりも上流域において河川水中の栄養塩濃度が高く
なる傾向が観察された。上流域および中流域の河川水を用いて藻類を培養したところ、前者の河川水中でより旺
盛な成長を示した。中流域における藻類生産性の低下が、主要生息域におけるリュウキュウアユの小型化の要因
となっている可能性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：Ryukyu-ayu Plecoglossus altivelis ryukyuensis is concerned about the decline
 in the population as well as downsizing.  In Yakugachi River which is of a major habitat for 
Ryukyu-ayu, productivity of current water was higher in upper reaches than in middle reaches. 
Consequently, attatched algae  in the water of upper reaches grows faster than algae in the water 
from middle reach. Small adult size of the recent Ryukyu-ayu is explicable by the lower productivity
 in the middle reaches.

研究分野：保全生態学

キーワード： 希少魚　栄養塩類　社会実装　主流化
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１．研究開始当初の背景 

 奄美大島中南部を流れる川は、世界でも

数少ない亜熱帯照葉樹林の森を水源とし、リ

ュウキュウアユをはじめとした稀少野生生

物の生息地になっている。政府は、この貴重

な自然を次世代に継承するため，奄美群島を

含む琉球列島を世界自然遺産候補地に選定

し、各島嶼の生態系全体を管理する必要性を

強調した。リュウキュウアユは、地理的に隔離さ

れた琉球列島の固有亜種であり、基亜種から分

岐以降に 100 万年の歴史を有すると考えられて

いる（Nishida 1988）。それゆえ、地域の生態系

では特異なニッチを占め、生態学的に非常に重

要な種である。しかし、本亜種は奄美大島のみ

に生息する状況にあり、現在はレッドリストにお

いて絶滅危惧 IＡ類に分類されている。個体群

衰退の理由として、個体の成長率の低下に伴う

配偶子生産量の減少や再生産効率の悪化があ

げられる。希少化のプロセスとして、河川改修に

より生産性の高い早瀬区間が削減されたこと（阿

部ほか 2008）、川床の平坦化や赤土の流入によ

り産卵に適した礫底の面積の縮小したこと（鶴田

ほか 2009）などが予想されるが、要因の特定に

は至っていない。 一方、研究者中心で行われ

ている保全活動の現状を踏まえ、行政施策を巻

き込んだ取り組みこそが、リュウキュウアユ個体

群の長期安定維持には重要であると考えられる。

また同時に、リュウキュウアユに代表される奄美

大島の山と河川の生態系によって観光業を牽引

し、観光業から得られる収益から、保全事業予

算の継続的な拠出が可能になるとの発想を得た。

このような状況の下で、リュウキュウアユの保全

対策事業の設計が、喫緊の課題となっている。 

 

２．研究の目的 

 リュウキュウアユが生息する奄美大島では、急

激な個体数減少により、早晩の絶滅が危惧され

ている。同時に成熟個体サイズの小型化が問題

として顕在化している。河川内におけるリュウキ

ュウアユの成長量は、餌料となる付着藻類の生

産量の多寡の影響下にある。また、付着藻類の

生産量は、水中に添加された栄養塩類量によっ

て制約される。そこで本研究では、リュウキュウア

ユの生息する河川において生産力調査を実施

する。 

 一方において、これまでに蓄積されてきた科学

的な知見が行政施策に反映される機会は少なく、

現に個体群の回復には至っていない。そこで本

研究では、環境経済学の手法に則り、観光資源

の観点から、希少魚に潜在する経済価値を評価

する。そのうえで、河川管理者に対して、最大の

保全効果を約束する最適運用モデルを提示し、

リュウキュウアユを含む生物多様性の保全と島

嶼振興の両立を図る社会実装を目指す。 

 

３．研究の方法 

 川の水質は流域内の土地から川へ流入す

る水の化学成分組成によって決まる。また、

流入水の化学成分は、流出するまでに通過し

てきた土壌の影響を受け局所的に変化する。

そこで、本研究ではリュウキュウアユの主要

な生息河川である役勝川を調査河川として

選定した。役勝川の一次生産量に及ぼす栄養

塩類濃度の影響を確認するために、本川の上

流と下流部にそれぞれ 1箇所ずつ調査地点を

設け、採取した河川水を持ち帰った。研究室

において、イオンクロマトグラフィー、原子

吸光光度計および分光学的方法を用いて、河

川水中の栄養塩濃度の地点間比較をおこな

った。 



 経済学分野の取り組みについては、観光資

源の観点から、リュウキュウアユを育む奄美

の自然に潜在する経済価値を評価するため

に現地調査を実施した。8 月期に奄美空港を

利用する観光客を対象に、「観光と自然に関

する観光」と題して、全部で 28 問からなる

アンケート調査をおこなった。解析にはゾー

ン・トラベルコスト法を用いて、奄美大島の

自然資本が観光需要に及ぼす影響を計測し

た。 

 

４．研究成果 

現地でリュウキュウアユの生息する役勝川に

おいて、流域の一次生産力を制限する栄養塩

濃度（硝酸態とオルトリン酸態リン濃度）を測定し

たところ、一般の河川状況とは相反して、下流が

上流よりも低い値を示した（下図）。 

 

また、河川水を用いた藻類培養試験の結果、試

験開始5日後の藻類量は、下流で採取した水を

用いた場合よりも上流の水を用いた場合の方が、

高い値を示した。役勝川下流のリュウキュウアユ

には、極端に体サイズの小さい個体（標準体長

＜8 cm）が数多く認められた。リュウキュウアユの

餌料は石の上に生える付着藻類で、養分の乏し

い環境では成長速度が鈍ることが予想される。

栄養塩濃度ならびに藻類の成長量を考慮すると、

河川下流部のリュウキュウアユは、餌不足が原

因で、大きくなれないのではないかと考えられる。

役勝川では、内地の一般的な河川とは異なり、

下流よりも上流において栄養塩濃度が高く、潜

在的な藻類生産量も高いことが判明した。役勝

川の栄養塩類の供給源として、上流の森林から

の流れ込みが重要であると考えられる。一方、

下流側においては、湿地の代替生息環境として

機能してきた水田の衰退とサトウキビ畑への転

換が、栄養塩の供給を阻害している可能性が考

えられる。実際に、地元での聞き取りによると、以

前のリュウキュウアユは大きく育ち 20 cm を越え

る個体も珍しくなかったが、1970年代頃を境にし

て小型化が進行したという。農業生産構造の変

遷がリュウキュウアユの個体群動態に与える影

響を解明するために、今後の新たな研究展開が

期待される。 

経済学分野のアンケート調査においては、

全部で221通の調査票を回収することができ

た。山、川、海に生息する絶滅危惧種を含む

野生生物との出会いに対して被験者が事前

に抱いていた期待と観光滞在の間に実際に

生息地を訪れる際に費やされた時間の関係

を中心に検討を行った。その結果、観光需要

に与える野生生物または絶滅危惧種への知

識の程度の影響はないことがわかった。また

同時に、奄美大島内のダイビングスポットと

なる海域に面した部分が多くなるほど、人々

がその地域に訪れる確率が高くなることが

わかった一方で、アマミノクロウサギのよう

な絶滅危惧種が集中的に生息している山奥

の森林保護区域の面積が多くなることは、

人々の訪問の確率には影響していないこと

がわかった。これは島嶼内陸部には本研究が

対象にしているリュウキュウアユの生息地

が偏在しているため、観光客についてリュウ

キュウアユの保全と観光を繋げることの困

難さが改めて浮き彫りにされたともいえる。

本研究は、現在、上智大学ディスカッション

ペーパーにおいて、とりまとめの作業に入っ
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ている。そのうえで、2018 年度中に海外雑

誌に投稿する予定である。加えて、観光需要

から奄美大島における絶滅危惧種の保全に

つながる資金の確保をするのではなく、島民

の自発的な保全活動をどのように引き出す

かということについて問題意識が生まれ、研

究活動における新たな方向性が見出される

に至った。島嶼内陸部の生態系が奄美大島全

体に対する観光需要に影響しないのであれ

ば、島民にどのようなインセンティブを与え

ることが自発的な保全活動につながるかと

いう課題は、今後の解明が期待される。そこ

で、最終年度は、奄美大島のそれぞれの地域

コミュニティーとしての繋がりがリュウキ

ュウアユの保全に関してどのように農家間

の協力に影響するのかという設問に関する

予備的な調査を行い、次に続く研究発展の足

掛かりとした。 
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